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第 1 章 土木技術者の倫理 

 

1.1 土木学会技術者倫理規定 

 
土木学会では、1930 年代に学術団体に加えて職業団体の性格を具備す

べきとの主張があり 1）、職業団体として必要な職業倫理の作成に向け、調

査研究が行われた。その結果、米国土木学会（American Society of Civil 

Engineers：ASCE）の倫理綱領がモデルになったと言われているが、1938

（昭和 13）年に「土木技術者の信条および実践要綱」が制定された。こ

の「信条および実践要綱」は、我が国が国際連盟の脱退を宣言し、蘆溝橋

事件を契機に日中戦争、太平洋戦争へ向かっていった、そうした時代のさ

なかに策定されたものであるが、その精神は志においても、また、実践的

である点においても評価されるものである。 

第二次世界大戦後、戦後復興を経て、我が国の高度経済成長に伴い、土

木構造物の巨大化が進み、生態系を含む自然環境破壊や気候の変化に影響

力を持つようになった。このため、このような強大な技術を行使する土木

技術者のあるべき姿を学会として自ら明らかにする必要が生じた。一方で、

国際的な流れとしての倫理規定必要論もあり、学会は行動規範の制定に内

発的に取り組み、1999（平成11）年に1938年版を改定する形で『土木技術

者の倫理規定』を制定した。1938年の信条では、人類・社会が強く意識さ

れていたが、1999（平成11）年の倫理規定ではこれらに加えて自然と人間

の共存のために土木技術者が何をすべきかが問われている。 
以来10年余が経過し、国家財政の逼迫、少子高齢化、社会基盤の老朽化、

地球温暖化と災害の巨大化等、土木および土木学会を取り巻く環境は大き

く変化した。そして2011（平成23）年3月11日の東日本大震災の発災。マ

グニチュード9.0、最大震度7の大地震、高さ10mをはるかに超える巨大津

波および原子力発電所事故により、2万人を超える犠牲者が出た。深い悲
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